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　災害は忘れた頃にやって来る。30 年前の（昭和）“58 年水
害”の時は 19 歳の大学生でした。これを超える被害が発生。
故郷の風景や地域の人々は再び傷つきました。当日は消防団
で江崎江津地区の警戒にあたっていましたが豪雨は止まず、
みるみる町は泥水であふれていきどうすることもできません
でした。あっという間の出来事でした。
　８月 16 日江崎沖に沈む夕日。湊地区から撮影。あの悪夢
がウソのようにいつもと変わらない美しい眺めです。一刻も
早い復興を願っています。
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７
月
28
日
、
早
朝
か
ら
昼
過
ぎ
に
か

け
て
、
萩
市
の
東
部
、
須
佐
や
田
万
川
、

む
つ
み
地
域
が
猛
烈
な
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

須
佐
で
は
、
１
時
間
の
降
水
量
が

１
３
８
・
５
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
大
の

雨
量
、
ま
た
28
日
午
前
９
時
20
分
か

ら
の
３
時
間
に
、
７
月
の
月
降
水
量

の
平
均
値
（
２
８
１
・
６
ミ
リ
）
を
上

回
る
３
０
１
・
５
ミ
リ
を
観
測
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
万
川
で
最
大
１
２
０
ミ

リ
、
む
つ
み
で
も
１
０
０
ミ
リ
以
上
の

１
時
間
雨
量
を
記
録
す
る
な
ど
、
気
象

庁
は
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
大
雨
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
７
月
23
日
に
旧
須
佐
町
・

田
万
川
町
で
起
こ
っ
た
、
死
者
５
人
と

い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
山
陰

豪
雨
を
超
え
る
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、

各
地
の
道
路
が
土
砂
崩
れ
で
寸
断
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。

　

田
万
川
小
川
地
区
と
須
佐
唐
津
地
区

で
、
死
者
２
人
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

る
と
と
も
に
、
現
在
も
１
人
の
方
が
行

方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
の
倒
壊
や
浸
水
に
よ
り
全
壊
36

棟
・
半
壊
46
棟
な
ど
、
１
１
０
０
棟
以

上
が
被
害
。
須
佐
・
田
万
川
地
域
全
世

帯
の
３
〜
４
割
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

須
佐
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
、
毎
年

須佐川の氾濫により、池のような状態となった中津交差点。ト
ラックが流され歩道に乗り上げている。近くの毛利藩永代家老
の「益田館」も浸水し、大きな被害を受けた。

田万川の氾濫により、萩市小川支所や駐在所、郵便局、農協な
ど小川の中心部の三明地区が浸水。「東洋美人」で知られる老
舗蔵元「澄川酒造場」も新築の貯蔵庫等が被災。

○
大
和
勝
輝（
東
京
須
佐
弥
富
会
会
長
、

横
浜
市
在
住
）

　

金か
な
や
ま
だ
に

山
谷
に
降
っ
た
豪
雨
が
大
洪
水
と

な
り
、
須
佐
川
・
田
万
川
流
域
の
田
畑
、

住
居
に
大
被
害
を
与
え
た
こ
と
に
心
を

痛
め
て
い
ま
す
。
故
郷
出
身
の
一
人
と

し
て
萩
市
集
中
豪
雨
災
害
義
援
金
を
些

少
で
す
が
献
金
し
、
日
常
的
に
は
被
災

地
域
の
農
林
水
産
物
を
購
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

○
近
藤
安
弘
（
東
京
須
佐
弥
富
会
前
会

長
、
東
京
都
在
住
）

　

復
興
は
大
ご
と
で
す
が
、
立
ち
直
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
が
旧

萩
市
と
新
萩
市
の
真
の
一
体
化
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

○
佐
伯
雅
人
（
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

会
長
、
埼
玉
県
在
住
）

　

下
小
川
の
実
家
が
、
こ
の
た
び
の
災

害
に
よ
り
１
ｍ
50
㎝
ほ
ど
の
床
上
浸
水

の
被
害
を
受
け
、
８
月
４
日
か
ら
お
よ

そ
３
週
間
、
片
付
け
に
帰
り
ま
し
た
。

　

家
財
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
わ
れ
と
て
も
残

念
で
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
手
を
お
借
り
し
、被
災
家
財
の
搬
出
・

家
屋
の
清
掃
・
汚
泥
の
除
去
に
、
と
て

も
自
分
一
人
だ
け
で
は
で
き
な
い
作
業

に
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
は
田
万
川
温
泉
で
汗
を
流

し
、
慣
れ
な
い
避
難
所
で
の
宿
泊
生
活

も
８
時
半
の
消
灯
に
、
今
日
を
振
り
返

る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
…
…
…
。

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
須
佐
湾
遊
覧

船
や
男
命
い
か
直
売
市
は
８
月
中
、
休

止
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
観
光
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
５
割
近
い
小
川
地
区
で

は
、
田
畑
の
土
砂
の
堆
積
な
ど
に
よ
り
、

特
に
水
稲
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
今

後
の
地
域
の
農
業
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

８
月
26
日
現
在
、
市
が
管
理
す
る
道

路
や
河
川
等
の
公
共
土
木
施
設
２
８
２

カ
所
、
50
億
円
、
農
地
農
業
用
施
設

１
６
４
８
カ
所
、
39
億
６
８
０
０
万
円
、

漁
港
施
設
３
カ
所
、
５
４
９
３
万
円
、

上
下
水
道
施
設
６
億
４
９
０
０
万
円
と

い
う
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

全壊 半壊 一部
破損 床上 床下 地区

合計
全世帯数

（７月末現在）

むつみ 0 0 9 16 38 63 776

須佐 20 30 50 310 180 590 1,415

田万川 16 16 6 245 154 437 1,360

合　計 36 46 65 571 372 1,090 3,551

住宅被害の状況（8月26日現在）

中小川 須佐中津交差点（７月28日） （７月28日）
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被災家屋 1,100 戸から搬出された家財等の災害ガレキは
3,000 トンを超え、一時的に集められている。

　

ま
た
農
作
物
等
は
３
億
１
３
６
３
万

円
、
商
工
業
で
は
73
社
で
10
億
８
８
２

９
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

須
佐
地
区
11
戸
、
江
崎
地
区
17
戸
、

小
川
地
区
12
戸
の
計
40
戸
の
仮
設
住
宅

の
建
設
が
始
ま
り
、
９
月
21
日
に
完
成

予
定
で
す
（
昭
和
58
年
の
豪
雨
で
は
４

戸
）。

　

萩
市
で
は
、
被
災
地
の
本
格
的
な
復

旧
・
復
興
と
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支

援
す
る
た
め
、「
災
害
復
興
局
」
を
９

月
中
旬
に
新
設
し
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※窓口での振込手数料は免除されます。ただし、ＡＴＭ、
インターネットの場合は手数料がかかります。
※各金融機関等での振込金受領書をもって、税法上の優遇
措置の対象となります。
■問い合わせ　萩市企画政策課（0838・25・3569）

　被害に遭われた方を支援するため、「萩市集中豪雨災害
義援金募集委員会」（会長　野村興兒萩市長）が８月６日
に立ち上がり、義援金の受付を行っています。義援金は萩
市が受け入れ、被災された方にお届けします。
　８月26日現在、1,997万2,372円の義援金が寄せられて
います。皆さんの温かいご支援、ご協力をお願いいたします。
□受付期間　12 月 27 日まで
□銀行振込口座・郵便振替

銀行名 支店名 口座番号 口座名義人名
山口銀行 萩支店 普通 5046806 萩市集中豪雨

災害救援義援金
萩市会計管理者
藤田　擴

ひろむ

萩山口信用金庫 萩支店 普通 0531452
あぶらんど萩
農業協同組合 萩支店 普通 0036055

ゆうちょ銀行 01290-1-80021

須佐グラウンド（８月４日）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

80
回
記
念
ド
ラ
マ
「
は
じ
ま
り
の
歌
」

の
萩
で
の
撮
影
が
、
７
月
23
日
か
ら
８

月
６
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
は
萩
市
を
舞
台
と
す
る
物
語

で
、
東
京
か
ら
帰
省
し
た
主
人
公
が
地

元
の
小
学
生
や
仲
間
た
ち
と
合
唱
を
通

じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
感
じ
、
自

分
の
人
生
を
も
う
一
度
考
え
る
と
い
う

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
気
グ
ル
ー
プ
「
嵐
」
の
松
本
潤

が
主
演
を
務
め
る
た
め
、
ロ
ケ
日
程
は

一
切
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
情

報
が
広
ま
り
、
ロ
ケ
現
場
に
は
連
日
、

フ
ァ
ン
を
中
心
に
多
く
の
見
物
人
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
嵐
が
紅
白
歌
合
戦
で
歌
っ
た

主演の松本潤（左）と榮倉奈 （々右）（萩・日本海大花火大会にて）

■来年 4 月、商業跡地に移転する「明
倫小学校」　主人公の母校で、合唱コ
ンクール出場を目指す児童たちの通う
学校として登場。

■現在も運航している櫓こぎの「鶴江
の渡し」　主人公の父が「鶴江の渡し」
の船頭として登場。

菊
ヶ
浜
や
田
町
商
店
街
、
萩
城
城
下
町
、
松
陰
神

社
、
東
光
寺
、
田
床
山
な
ど
の
観
光
地
で
撮
影
。

「
ふ
る
さ
と
」は
、
故
郷
の
尊
さ
を
伝
え
、

多
く
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
今
年
、80

回
を
迎
え
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
、そ
の「
ふ
る
さ
と
」が
、
小

学
校
の
部
の
課
題
曲
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

嵐
の
歌
う「
ふ
る
さ
と
」を
モ
チ
ー
フ
に
、

合
唱
の
楽
し
さ
と
、故
郷
へ
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
ド
ラ
マ
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

【
出
演
】
松
本
潤
、
榮
倉
奈
々
、
戸
田

菜
穂
、
徳
永
え
り
、
由
紀
さ
お
り
、
國

村
隼
ほ
か

【
放
送
予
定
】
９
月
23
日（
月
・
祝
）午
後

７
時
30
分
〜
８
時
43
分（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
）

【
あ
ら
す
じ
】

　

東
京
で
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て

い
る
主
人
公
の
航

わ
た
るは

、
雑
誌
の
写
真
を

撮
り
に
故
郷
に
帰
る
。
そ
こ
で
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
を
目
指
す
小
学
生
た

ち
、
元
彼
女
の
小
学
校
教
師
、
幼
な
じ

み
や
家
族
と
触
れ
合
い
、
再
び
人
生
の

夢
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
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夫
の
転
勤
で
名
古
屋
へ
来
て
早
８
年
。

全
く
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地
で
し
た

が
、
子
ど
も
を
通
し
て
多
く
の
友
人
が

で
き
、
今
で
は
す
っ
か
り
名
古
屋
に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
萩
と
の
ゆ

か
り
は
出
身
校
で
あ
る
萩
光
塩
学
院
の

恩
師
の
勧
め
で
、
４
年
前
か
ら
東
海
指

月
会
へ
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

参
加
当
初
は
知
ら
な
い
方
も
多
く
、
と

て
も
緊
張
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
子
供
た
ち
と
共
に
温
か
く
迎
え

入
れ
て
い
た
だ
き
、
毎
年
の
参
加
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
院
大
学
を
卒
業
後
、
日
本
航
空

に
就
職
し
国
際
線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
と
し
て
20
カ
国
35
都
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
当
時
の
乗
務
形
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
中
国
・
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど

の
近
距
離
の
日
帰
り
フ
ラ
イ
ト
か
ら
、

欧
米
な
ど
に
滞
在
す
る
長
距
離
フ
ラ
イ

ト
ま
で
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
は
現
地
へ
の
滞
在
で
、

主
に
買
い
物
や
食
事
を
し
て
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
、
時
に
は
遠
出
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は

イ
ン
ド
の
首
都
デ
リ
ー
か
ら
車
で
５
〜

６
時
間
か
け
て
訪
れ
た
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル

で
し
た
。
機
長
と
４
、５
人
の
仲
間
と

で
日
帰
り
ツ
ア
ー
に
入
り
、
た
だ
ひ
た

す
ら
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
見
た
イ
ン
ド

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

憧
れ
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
線
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
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の
町
並
み
、
そ
し
て
門
を
く
ぐ
っ
た
時

に
現
れ
た
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
の
美
し
さ
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
楽
し
い
思
い
出
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ア
メ
リ
カ
の
９
・
11
同
時
多
発

テ
ロ
は
と
て
も
心
に
残
っ
た
体
験
で
す
。

当
時
、
私
は
関
西
空
港
か
ら
ホ
ノ
ル
ル

に
向
け
て
夜
に
出
発
し
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
離
陸
後
２
時
間
ぐ
ら
い
経
ち
サ
ー

ビ
ス
を
終
え
た
頃
に
、
機
長
か
ら
“
ア

メ
リ
カ
全
土
が
空
港
閉
鎖
の
た
め
、
急

き
ょ
関
西
空
港
に
引
き
返
す
”
と
の
連

絡
が
あ
り
、
何
が
起
き
た
の
か
全
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
お
客
様
に
何
と
か
説

明
を
し
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
（
お
客

様
の
中
に
は
、
ハ
ワ
イ
で
娘
さ
ん
の
結

婚
式
に
参
列
予
定
の
方
も
い
て
、
私
も

と
に
か
く
安
全
の
た
め
・
・
・
と
説
明

す
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
）。

　

テ
ロ
以
降
、
私
た
ち
の
乗
務
形
態
を

は
じ
め
仕
事
の
内
容
が
大
き
く
変
化
し

た
の
は
当
然
で
す
が
、私
自
身
も
安
全
・

平
和
と
い
う
意
識
に
つ
い
て
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
島
根
県
益
田
市
の
出
身
で
す
が
、

亡
き
母
の
実
家
が
萩
の
越
ヶ
浜
で
あ
り

母
校
が
光
塩
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
母

の
強
い
意
思
で
私
は
中
学
か
ら
光
塩
に

通
い
ま
し
た
。
光
塩
で
は
中
学
・
高
校

の
６
年
間
を
寮
で
過
ご
し
ま
し
た
（
当

時
は
中
１
か
ら
高
３
ま
で
お
よ
そ
40
人

の
生
徒
が
入
寮
し
て
い
ま
し
た
）。
寮

の
規
律
は
と
て
も
厳
し
く
門
限
は
午
後

（
萩
光
塩
学
院
平
成
５
年
卒
、名
古
屋
市
在
住 

38
歳
）

５
時
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

放
課
後
の
わ
ず
か
な
時
間
に
制
服
を
着

た
ま
ま
田
町
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
出
か
け

て
、
本
屋
や
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
で
買
い
物

を
す
る
の
が
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で
し

た
。

　

常
に
世
界
情
勢
や
時
代
の
変
化
と
隣

り
合
わ
せ
に
い
た
当
時
は
、
今
日
が
何

曜
日
で
今
が
何
の
季
節
な
の
か
実
感
の

な
い
毎
日
で
し
た
が
、
今
は
２
人
の
子

ど
も
た
ち
と
季
節
の
変
化
や
時
間
の
流

れ
を
ゆ
っ
く
り
感
じ
な
が
ら
、
穏
や
か

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
に
帰
省
す
る
度
に
、
日
本
海

の
美
し
さ
や
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
日

本
人
で
あ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
萩

や
益
田
の
美
し
い
ふ
る
里
に
帰
省
で
き

る
幸
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■プロフィール
1974年（昭和49年）生まれ。島根県益田市出身。
萩光塩学院中等科・高等科（平成５年卒、42
回生）卒業。
学習院大学経済学部経済学科卒業。
1997 年、日本航空株式会社入社。国際線客室
乗務員として勤務。
2 人の子供の産休・育休を経て 2010 年に退社。
現在は 8 歳と 5 歳の２児の母で専業主婦。

真ま
い
た板 

千ち

あ

き

亜
樹

最
後
に
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し
ば
ら
く
の
間
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と

し
て
活
動
を
し
、
歌
手
が
新
曲
を
覚
え

る
た
め
の
デ
モ
テ
ー
プ
に
歌
を
吹
き
込

む
「
仮
歌
」
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
と
い
う
日
々
を

送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
マ
リ
オ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
に
所
属
し
、
B'z
を

育
て
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
中
島
正
雄

氏
の
も
と
、
再
び
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

元
々
、
B'z
が
好
き
で
“
ロ
ッ
ク
を
歌
い

た
い
”
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
尊
敬
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
た
方
か
ら
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、

本
当
に
嬉
し
く
、
自
分
が
目
指
し
続
け

て
き
た
こ
と
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
に

対
し
て
も
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
間
メ
ジ
ャ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
方
た
ち
の
コ
ー

ラ
ス
を
し
た
り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
も
多
く
、
間
近
で
、

そ
の
世
界
観
や
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
の
存
在
感
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

私
自
身
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
４
年

ほ
ど
そ
う
い
っ
た
経
験
を
積
み
、
多

く
の
先
輩
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
も
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

次
第
に
事
務
所
側
が
提
案
す
る
音
楽
と

自
分
が
や
り
た
い
音
楽
と
の
違
い
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
事
務
所
か
ら
独
立
し
、

新
た
に
「
ワ
ー
ル
ド
フ
リ
ー
ダ
ム
」
と

い
う
事
務
所
を
自
分
で
立
ち
上
げ
、
今

年
４
月
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
か
ら
Ｃ
Ｄ
を

出
す
と
い
う
念
願
だ
っ
た
夢
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

幼
少
期
か
ら
歌
唱
力
が
高
く
評
価
さ

れ
、
歌
手
を
目
指
し
て
上
京
。
そ
し
て
、

今
年
４
月
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
で
Ｃ
Ｄ
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
萩
市
出
身
の
ロ
ッ

ク
歌
手
・
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
（
藤
田
ゆ
み
）
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
、

歌
手
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
い
つ
か
は
芸
能
界
に
入
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
小
学
３
年
生

（
椿
東
小
）
の
時
に
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

を
習
い
始
め
、
合
唱
部
に
も
入
部
し
ま

し
た
。
合
唱
部
で
は
、
た
だ
歌
う
だ
け

で
な
く
、
お
腹
の
上
に
板
を
何
枚
も
乗

せ
て
腹
式
呼
吸
を
し
た
り
、
腹
筋
な
ど

を
し
た
り
と
、
お
腹
の
中
か
ら
声
を
出

し
て
歌
う
た
め
の
訓
練
を
行
い
、
夏
休

み
も
返
上
し
て
練
習
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
小
学
５
年
と
６
年
生
の
時
に
、

県
の
大
会
の
独
唱
の
部
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
中
学
（
萩
東
中
）
入
学
後
は
、

２
年
生
か
ら
合
唱
部
に
入
部
し
、
２
年

生
と
３
年
生
の
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
山

口
県
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
独
唱

の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
、

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
合
唱
部
に
入
部

し
た
こ
と
で
、
歌
う
こ
と
へ
の
基
礎
が

身
に
付
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

中
学
２
年
と
３
年
生
の
時
、
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
、
本
選

に
出
場
で
き
る
10
人
の
中
の
１
人
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
芸
能
事
務

所
「
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
」
の
方
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
、
16
歳
の
時
に
上
京
。「
エ

イ
ベ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
」
に
入
学
し
、
２
年
間
、
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ダ
ン
ス
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
、
デ
ビ
ュ
ー
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い

う
話
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、“
ロ
ッ
ク

歌
手
と
し
て
活
動
し
た
か
っ
た
”
た

め
、
お
断
り
し
、
そ
の
後
、
19
歳
の
時

に
、
一
度
は
音
楽
を
辞
め
よ
う
と
思
い
、

萩
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
音

楽
か
ら
離
れ
て
み
た
こ
と
で
、
や
は
り
、

歌
の
な
い
人
生
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思

い
、
１
年
ほ
ど
の
充
電
期
間
を
経
て
、

再
び
上
京
。
も
う
一
度
、
歌
手
を
目
指

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（萩市椿東出身、東京都在住）

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
夢
見
て
い
た
歌
手

に
な
り
、
Ｃ
Ｄ
を
発
売
す
る
と
い
う
目

標
は
実
現
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
納
得

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
に
は
、
よ
り

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
新
曲
を
リ
リ
ー
ス

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽

曲
の
作
詞
も
す
る
の
で
す
が
、
今
後
は

平
和
や
世
の
中
に
あ
る
差
別
に
対
し
て

訴
え
る
よ
う
な
歌
も
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

実
は
、
私
自
身
、
小
学
生
の
頃
か
ら
、

ず
っ
と
い
じ
め
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

友
達
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
人
で
大

好
き
な
歌
を
口
ず
さ
ん
で
過
ご
す
こ
と

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
歌
手
に
な
り

た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

ん
な
夢
を
否
定
さ
れ
た
こ
と
も
少
な
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
夢
を
見
る

こ
と
は
大
切
だ
し
、
思
い
続
け
れ
ば
い

つ
か
は
実
現
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
を
両
親
は
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
し
、
最
近
で
は
周
囲
も
認
め
て
く

れ
、
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。
そ
の
期
待
に
も
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
ロ
ッ
ク
を
歌
い

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

夏まつりでのライブステージ
（８月３日）

デビューシングル
「King love beauty」
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19
世
紀
の
日
本
に
対
す
る
外
圧
は
、

そ
れ
ま
で
経
験
し
た
も
の
と
は
比
較
に

な
ら
ぬ
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
一
言
で
、
産
業
革
命

を
達
成
し
た
欧
米
列
強
の
銃
砲
と
軍
艦

の
脅
威
だ
と
片
づ
け
て
し
ま
え
ば
簡
単

だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
ま
わ
り
く
ど
く
な
る
が
、

外
圧
と
い
う
大
変
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
、
軍
事
的
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

わ
が
国
は
ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
す

る
島と
う
し
ょ嶼
国
家
で
あ
り
、
海
洋
国
家
で
も

あ
る
。
こ
の
地
理
的
環
境
は
、
日
本
史

に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
き

た
。
善
か
れ
あ
し
か
れ
、
日
本
が
中
国

大
陸
お
よ
び
朝
鮮
半
島
と
海
に
よ
っ
て

隔
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
も
つ
意
味
は

測
り
知
れ
な
く
大
き
い
。

　

日
本
は
有
史
以
来
、
中
国
・
朝
鮮
と

幾
度
か
交
戦
し
た
。
16
世
紀
以
前
、
つ

ま
り
江
戸
時
代
以
前
の
大
き
な
戦
争
と

し
て
は
、
①
飛
鳥
時
代
の
白は

く
そ
ん
こ
う

村
江
の
戦

い
、
②
鎌
倉
時
代
の
蒙
古
襲
来
、
③
安

土
桃
山
時
代
の
朝
鮮
出
兵
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
外
圧
、
す
な
わ
ち
外

か
ら
日
本
に
加
え
ら
れ
た
圧
力
と
い
う

意
味
で
は
、
②
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

①
と
③
と
は
、
外
征
で
、
し
か
も
失
敗

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
戦
い
く
さで

ど
う
い
う

武
器
が
使
わ
れ
た
か
だ
。

①
白
村
江
の
戦
い
は
、
天て

ん
ち智

天
皇
２
年

（
６
６
３
）
朝
鮮
半
島
南
西
部
の
錦き

ん
こ
う江

河
口
の
白
村
江
で
、
日
本
が
百く

だ
ら済

の
救

援
の
た
め
、
唐
・
新し

ら
ぎ羅

連
合
軍
と
戦
う

も
大
敗
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用
し
た

武
器
は
双
方
と
も
に
太た

ち刀
・
弓
矢
が
中

心
で
、
騎
馬
で
の
戦
闘
も
見
ら
れ
た
。

②
蒙
古
襲
来
は
、
文
永
２
年
（
１
２
７

４
）
と
弘
安
４
年
（
１
２
８
１
）
の
二

度
に
わ
た
り
、
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン
の
元

軍
が
博
多
湾
を
中
心
と
す
る
九
州
北
部

を
襲
撃
す
る
も
撤
退
し
た
も
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
、
あ
る
い
は
元げ

ん
こ
う寇

と
も

呼
ば
れ
る
。
日
本
側
は
太
刀
と
弓
矢
、

騎
馬
で
応
戦
し
た
が
、
元
軍
に
は
、
容

器
に
火
薬
を
詰
め
て
投と

う
て
き擲
し
、
敵
陣
で

炸さ
く
れ
つ裂
さ
せ
る
原
始
的
な
火
器
、「
て
つ

は
う
」
が
見
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
萩
市

大
井
に
は
、
元
寇
の
碇

い
か
り
い
し

石
（
萩
市
指
定

文
化
財
）
が
現
存
す
る
。

③
朝
鮮
出
兵
は
、
文
禄
元
年
（
１
５
９

２
）
と
慶
長
２
年
（
１
５
９
８
）
の
二

度
に
わ
た
り
、
豊
臣
秀
吉
が
中
国
（
明

朝
）
の
征
服
を
企
み
、
諸
大
名
の
兵
を

朝
鮮
（
李
朝
）
に
送
り
込
む
も
撤
退
し

た
も
の
で
あ
る
。
文
禄
・
慶
長
の
役
と

も
呼
ば
れ
る
。
毛
利
輝
元
と
そ
の
家
臣

団
も
従
軍
し
た
。
日
本
軍
が
使
用
し
た

武
器
は
、
太
刀
や
弓
矢
、
騎
馬
よ
り
も
、

戦
国
争
乱
で
発
達
し
た
火
縄
銃（
注
１
）

と
大
筒
（
大
砲
）
に
比
重
が
移
っ
て
い

た
。
朝
鮮
側
に
も
火
器
は
あ
っ
た
も
の

の
、
大
部
分
は
弓
矢
な
ど
で
応
戦
し
た
。

よ
る
威い
か
く嚇

・
撹か

く
ら
ん乱

に
効
果
が
あ
っ
た
。

火
縄
銃
は
、
弾
薬
の
装そ

う
て
ん填

か
ら
発
射
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
た
し
、
火
種
を
使

用
す
る
た
め
風
雨
に
弱
い
と
い
う
欠
点

が
あ
っ
た
。
大
筒
は
、
人
間
よ
り
も
む

し
ろ
城
郭
な
ど
構
造
物
を
標
的
と
し
た

が
、
ガ
ツ
ン
と
衝
撃
を
与
え
る
だ
け
で

砲
弾
が
炸
裂
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

江
戸
時
代
以
前
の
日
本
は
、
広
い
地

球
上
で
も
東
ア
ジ
ア
と
い
う
限
定
さ
れ

た
エ
リ
ア
で
し
か
対
外
戦
争
を
し
た
こ

と
が
な
く
、
か
つ
外
か
ら
の
軍
事
的
な

脅
威
は
蒙
古
襲
来
以
外
に
経
験
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

16
世
紀
な
か
ば
、
織
田
信
長
が
活
躍

し
た
こ
ろ
の
日
本
に
、
新
し
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
現
れ
始
め
る
。
し
た
が
っ

て
戦
国
時
代
以
降
の
日
本
は
、
対
外
関

係
の
拡
大
期
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

周
知
の
と
お
り
、天
文
12
年（
１
５
４

３
）
種た

ね
が
し
ま

子
島
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
火
縄

銃
を
伝
え
た
。
天
文
18
年
、
鹿
児
島
に

イ
エ
ズ
ス
会
（
耶や

そ蘇
会
）
の
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
（
サ
ビ
エ
ル
）
が
渡

来
し
、
九
州
を
中
心
に
キ
リ
ス
ト
教
を

広
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

と
ス
ペ
イ
ン
人
と
が
競
っ
て
ア
ジ
ア
の

国
々
と
貿
易
を
開
始
し
た
大
航
海
時
代

の
余
波
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
両
者
は
本
格
的
に
九
州
各

地
へ
貿
易
船
を
派
遣
す
る
。
こ
れ
が
南

蛮
貿
易
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の

裏
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勢
力
の
衰
え

た
カ
ト
リ
ッ
ク
（
注
２
）
の
布
教
を
図

ろ
う
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
思
惑
が
絡

ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
両
者
は
布
教
に

好
意
的
な
大
名
と
貿
易
を
結
ん
だ
の
で

あ
る
。
山
口
で
ザ
ビ
エ
ル
に
宣
教
の
自

由
を
与
え
た
大
内
義
隆
は
、
そ
う
し
た

大
名
の
典
型
的
な
例
だ
。

　

天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
も
、
活

発
に
貿
易
を
行
い
、
当
初
は
キ
リ
ス
ト

教
も
認
め
て
い
た
。
だ
が
、
信
者
の
増

加
と
と
も
に
寺
社
の
破
壊
行
為
な
ど

が
相
次
い
だ
た
め
、
秀
吉
は
天
正
15

年
（
１
５
８
７
）
バ
テ
レ
ン
追
放
令
を

出
し
て
、
宣
教
師
の
国
外
追
放
を
命
じ
、

大
名
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
禁
止
す
る
。

　

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
、

朱
印
船
貿
易
を
確
立
し
て
対
外
貿
易
を

統
制
し
た
。
日
本
人
も
積
極
的
に
国
外

へ
進
出
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
日
本
町
を

形
成
し
た
。
だ
が
家
康
は
、
慶
長
18
年

（
１
６
１
３
）
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を

出
し
、
厳
然
た
る
態
度
を
示
す
。
新
た

に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ギ
リ
ス

人
が
、
家
康
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
植
民
地
政
策
の
危
険
性
を
説
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
い
で
徳
川
秀
忠
・
家
光
父
子
の
時

代
に
、
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
と

と
も
に
対
外
貿
易
も
制
限
・
縮
小
し
て

ゆ
く
。
元
和
９
年
（
１
６
２
３
）
イ
ギ

リ
ス
人
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
競
り
負
け
、

平
戸
の
商
館
を
閉
鎖
し
撤
退
す
る
。
翌

寛
永
元
年
、
幕
府
は
ス
ペ
イ
ン
人
と
の

関
係
を
絶
ち
、寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）

日
本
人
の
海
外
渡
航
と
在
外
日
本
人
の

　

以
上
か
ら
、
中
世
に
、

火
薬
を
使
用
し
た
武

器
、
す
な
わ
ち
火
器
が

出
現
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
ま
で
は
至
近

距
離
で
戦
う
白
兵
戦
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
火

器
は
遠
距
離
攻
撃
を
可

能
と
し
た
。
と
は
い

え
、
16
世
紀
ま
で
の
火

器
は
い
ず
れ
も
小
規
模

な
殺
傷
能
力
し
か
も
た

な
か
っ
た
こ
と
に
注
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具

体
的
に
は
、「
て
つ
は

う
」
は
、
敵
に
直
接
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
よ
り

も
、
む
し
ろ
爆
裂
音
に

日本で伝統的に作られた火縄銃（小川忠文氏蔵）

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
研
究
員
）
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帰
国
と
を
禁
止
し
た
。
寛
永
14
年
に
九

州
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
天
草
四
郎
時
貞

を
総
大
将
と
す
る
島
原
の
乱
が
起
こ
る

と
、
幕
府
は
禁
教
政
策
を
一
層
徹
底
す

る
。
さ
ら
に
寛
永
16
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
の
来
航
を
禁
止
し
、
寛
永
18
年
、
平

戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
の
出
島
へ

移
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
「
鎖
国
」

体
制
（
注
３
）
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
は
戦
国
時
代
以

降
、
積
極
的
に
対
外
貿
易
を
行
っ
て
い

た
。
15
世
紀
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
り
大

航
海
時
代
の
幕
が
開
け
ら
れ
、
世
界
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
開
始
さ
れ
て
い
た
わ

け
だ
が
、
16
世
紀
に
日
本
も
そ
の
環
に

組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。
と
こ

ろ
が
17
世
紀
に
入
る
と
、
日
本
は
キ
リ

ス
ト
教
を
介
し
た
植
民
地
化
を
回
避
す

べ
く
、
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
を
締
め
出
し
た
。「
鎖
国
」
の
主

た
る
理
由
が
軍
事
的
侵
略
へ
の
危
機
で

は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
拡
大
主
義
に
対
し
、
日
本
は
閉

鎖
主
義
を
と
り
、
自
給
自
足
型
国
家
へ

の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
17
世
紀
な
か
ば
以
降
、
国
内

外
と
も
に
安
定
期
に
入
る
。
幕
府
は
、

鉄
砲
と
大
砲
を
中
心
と
す
る
強
い
軍
事

力
を
背
景
に
、
国
内
の
争
乱
を
平
定
し
、

ま
た
「
鎖
国
」
を
も
可
能
と
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
、
19
世
紀

に
い
た
る
ま
で
の
長
期
間
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
社
会
を
実
現
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
年
以
上
も
平
和
が

続
い
た
の
は
、
世
界
史
上
で
も
稀
な
例

で
、同
時
代
の
世
界
、と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
各
所
で
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
そ
の
過
程
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
軍
事
技
術
、
と
く
に
銃
砲
が
発
達
し

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
日
本
に
、
西
洋
か

ら
新
し
い
銃
砲
、
す
な
わ
ち
洋
式
銃
砲

が
伝
わ
る
と
、
在
来
の
銃
砲
は
和
式
銃

砲
と
し
て
明
確
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に

ら
銃
砲
の
洋
式
化
が
課
題
と
な
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
日
本
が
武
家
政
治

で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
武
士
の

本
分
の
戦
で
外
国
に
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
危
機
意
識
か
ら
、
銃

砲
の
改
良
が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　

19
世
紀
な
か
ば
、
日
本
が
初
め
て
経

験
し
た
レ
ベ
ル
の
高
い
外
圧
と
は
、
蒙

古
襲
来
な
ど
と
は
次
元
の
異
な
る
軍
事

的
な
危
機
だ
っ
た
の
だ
。

　

な
お
、
同
じ
東
ア
ジ
ア
の
中
国
と
朝

鮮
も
、
日
本
が
「
鎖
国
」
を
し
て
い
た

の
と
同
様
に
閉
鎖
体
制
を
と
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
国
は
文
人
政
治
で

あ
っ
た
た
め
、
軍
事
力
の
近
代
化
が
大

幅
に
遅
れ
た
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
の

近
代
史
を
語
る
上
で
決
し
て
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

【
用
語
注
】

（
１
）
火
縄
銃
：
鉄
砲
と
総
称
さ
れ
る

武
器
の
一
つ
だ
が
、
火
縄
銃
を
指
す
場

合
は
鉄
炮
と
表
記
す
る
。
弾
の
重
さ
に

よ
り
、
大
筒
（
大
砲
）
と
区
別
さ
れ
る
。

（
２
）
カ
ト
リ
ッ
ク
：
普
遍
的
と
い
う

意
味
の
語
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
東
方

正
教
会
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
並

ぶ
キ
リ
ス
ト
教
三
大
教
派
の
一
つ
。

（
３
）
鎖
国
：
幕
府
は
完
全
な
閉
鎖
体

制
を
敷
い
た
わ
け
で
な
く
、長
崎
口（
長

崎
を
介
し
た
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
）、
対

馬
口
（
対
馬
藩
を
介
し
た
朝
鮮
）、
薩

摩
口
（
薩
摩
藩
を
介
し
た
琉
球
）、
松

前
口
（
松
前
藩
を
介
し
た
ア
イ
ヌ
）
と

い
う
四
つ
の
口
で
海
外
と
通
じ
て
い
た
。

1860 年代イギリス製の日本地図（萩博物館蔵）

な
る
。
当
然
、
和
式

銃
砲
と
洋
式
銃
砲
と

で
は
、
性
能
面
で
比

較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の

差
が
開
い
て
い
た
。

と
く
に
、
ア
ヘ
ン
戦

争
で
中
国
（
清
朝
）

が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
北

し
た
と
い
う
情
報
が

日
本
に
伝
わ
る
と
、

軍
事
的
な
緊
張
感
か

阿武町　

今
、
都
市
に
住
む
人
た
ち
が
豊
か

な
自
然
環
境
や
歴
史
、
文
化
な
ど
に

恵
ま
れ
た
「
地
方
」
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し

い
阿
武
町
に
お
い
て
も
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
意
欲
あ
る

都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
今

年
度
初
め
て
、
廣
田
浩
士
さ
ん
と
渡

辺
香
織
さ
ん
の
２
人
を
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
が
推
進
す
る
事
業
で
、
地

域
お
こ
し
を
支
え
る
人
材
と
し
て
都

市
住
民
を
募
集
し
、
地
域
活
動
の
活

性
化
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目

指
す
取
り
組
み
で
す
。
任
期
は
１
年

間
で
、
３
年
ま
で
の
更
新
が
あ
り
ま

す
。

　

隊
員
の
活
動
に
は
特
に
制
約
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
廣
田
隊
員
は
、
道
の

駅
支
援
と
し
て
支
配
人
の
サ
ポ
ー
ト

や
直
売
所
で
の
販
売
支
援
・
新
商
品

の
開
発
・
販
売
な
ど
を
担
当
し
、
渡

辺
隊
員
は
、
地
域
お
こ
し
支
援
と
し

て
主
に
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
を
担
当

し
ま
す
。

（51歳）（37歳）
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６
年
ほ
ど
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、

次
第
に
、
自
分
が
設
計
し
た
も
の
を
形

に
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
実
家

の
建
築
会
社
に
戻
り
、
設
計
か
ら
施
工

に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程
を
実
家

の
建
築
会
社
で
担
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
設
計

の
勉
強
を
始
め
、
26
歳
の
時
に
、
二
級

建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、
営
繕
工
事

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
の
仕
事
か
ら

経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

29
歳
の
時
、
父
親
の
友
人
の
住
宅
建

築
を
依
頼
さ
れ
、
初
め
て
設
計
を
任
さ

れ
、
一
軒
の
家
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
完
成
し
た
住

宅
を
一
般
公
開
し
、
今
後
、
住
宅
建
築

を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
に
見
学
し
て
い

た
だ
く
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
見
学
会
」

　

住
宅
に
住
む
人
々
の
思
い
に
触

れ
、
そ
の
こ
だ
わ
り
や
個
性
を
生
か
す
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
住
宅
づ
く
り
で
、

萩
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
い
る
株
式
会
社
水
建
。
そ

の
建
築
士
・
水
津
陽
次
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

萩
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
美
容
学

校
へ
進
学
し
、
そ
の
後
、
２
年
ほ
ど
美

容
師
と
し
て
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う

な
気
が
し
て
退
職
し
、
20
歳
の
と
き
、

萩
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
父
親

が
経
営
す
る
建
築
会
社
が
住
宅
建
築
の

一
部
分
を
請
け
負
っ
て
い
た
の
で
、
新

た
な
技
術
を
求
め
、
別
の
建
築
会
社
の

現
場
で
水
道
設
備
工
事
の
修
業
を
し
ま

し
た
。

と
い
う
も
の
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に

人
が
住
む
住
宅
を
見
学
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
住
環
境
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き

や
す
く
、
今
後
の
受
注
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
見
学

会
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｗ
ｅ

ｂ
や
住
宅
情
報
誌
な
ど
で
の
発
信
も
積

極
的
に
行
っ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
知
名

度
も
上
が
り
、
最
近
で
は
、
市
外
か
ら

の
仕
事
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

31
歳
の
と
き
に
、
一
級
建
築
士
の
資

格
を
取
得
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
30
軒
の

家
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
毎
回
、
そ
の
家
に
住
む
方
が
「
人

生
を
楽
し
め
る
家
」
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
断
熱

性
や
気
密
性
に
優
れ
た
快
適
な
居
住
空

間
と
地
震
に
強
い
安
全
性
と
い
っ
た
性

能
は
、
最
低
条
件
で
も
あ
り
、
最
高
条

件
だ
と
も
思
っ
て
い
る
の
で
、
と
こ
と

ん
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
で
は
、
規
格
通
り
の
家

づ
く
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
通
常
、
大
手

住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
メ
ー
カ
ー

の
規
格
に
沿
っ
て
、工
場
製
品
の
材
料
を

組
み
立
て
て
家
を
作
り
ま
す
。
早
く
正

確
に
家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、

お
客
様
の
個
性
が
出
に
く
い
よ
う
に
感

じ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
弊
社
で
は
、

標
準
仕
様
と
い
う
も
の
は
な
く
、
施
工

主
様
と
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
し
っ
か
り
と

（萩高校平成９年卒　34 歳）

店舗（美容院）併用住宅（御許町）

住
宅（
今
魚
店
町
）

リビングから海が眺められる



2013年９月（第113号）9

さん

■株式会社　水建
住所：〒 758-0046　萩市西田町 68
TEL：0838・25・2139

話
を
し
、
好
み
や
個
性
を
生
か
す
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
家
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
の
こ
だ
わ
り
や
要
望
に
合

わ
せ
な
が
ら
一
緒
に
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、
完
成
し
た
住
宅
へ
の
満
足
度
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
で
は
、
住
宅
の
外
観

か
ら
、
水
建
が
建
て
た
も
の
だ
と
わ
か

る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
は
異
な
る
の

で
す
が
、
お
そ
ら
く
、
一
貫
し
て
同
じ

素
材
を
使
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
使
い
方
は
ア
レ

ン
ジ
し
ま
す
が
、
木
材
や
漆
喰
と
い
っ

た
天
然
素
材
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
築

年
数
が
経
ち
、
古
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
味
わ
い
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の
で
、
自
然
と

統
一
感
が
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
天
然
素
材
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
萩
の
伝
統
的
な
町
並
み
に
も

（株）水建 事務所（西田町）

溶
け
込
む
、
優
し
い
雰
囲
気

の
家
を
作
り
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。
萩
で
生
ま
れ

育
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
家

づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

家
づ
く
り
へ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
思
い
に
共
感
し
て

く
れ
る
仕
事
仲
間
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
僕
た
ち
が
作
る

家
に
は
、
必
ず
、
大
工
や
左
官
と
い
っ

た
職
人
が
必
要
な
の
で
す
が
、
下
積
み

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
大
手
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
台
頭
で
、
職
人
の
仕
事

自
体
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
職
人
が
必
要
の
な
い
仕
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
、
左
官
の
見
習
い
が

入
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
職
人

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
数
十
年
先
に

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
の
町
並
み
保
存
の
た
め
に

も
職
人
の
技
術
は
必
要
で
す
。
よ
そ
か

ら
雇
う
の
で
は
な
く
、
地
元
の
人
材
で

保
存
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
今
後
は
、
職
人
の
育
成
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
僕

た
ち
も
仕
事
を
受
注
し
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
文
学
部
、
同
大
学
院
人
文

社
会
系
研
究
科
を
経
て
、
現
在
は
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
１
月
か
ら
平

和
中
島
財
団
の
奨
学
金
を
受
け
て
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
大
学
に
留
学
し
、
中
世

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
史
の
研
究
を
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
現
地
で
ア
ラ
ブ
音
楽
の

魅
力
に
取
り
付
か
れ
ま
し
た
。

　

ご
縁
が
あ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の
伝
説
的

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、ア
ブ
ド
ゥ
・
ダ
ー

ゲ
ル
氏
に
師
事
し
、
伝
統
的
ア
ラ
ブ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

カ
イ
ロ
大
学
に
て
ア
ラ
ブ
の
音
楽
理
論

の
研
究
を
進
め
、
帰
国
後
は
ア
ラ
ブ
音

楽
の
研
究
を
行
い
な
が
ら
演
奏
や
講
演

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ア

ラ
ブ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
あ
ま
り
に
演

奏
方
法
や
音
色
が
違
う
の
で
、
最
初
は

そ
の
魅
力
が
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
ア
ラ
ブ
音
楽
を
自
分
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
演
奏
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
初
め
て
そ
の
難
し
さ
や
美
し
さ

に
気
づ
か
さ
れ
、
次
第
に
虜
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ア
ラ
ブ
の
音
を
出
す
た
め
の
理
論
は
、

現
代
の
音
楽
理
論
で
は
う
ま
く
説
明
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
実
は
千
年
以

上
前
の
ア
ラ
ブ
の
学
者
た
ち
は
そ
れ
ら

の
音
の
理
論
を
数
学
的
に
実
に
美
し
く

理
論
化
し
、
書
き
残
し
て
い
ま
し
た
。

今
、
そ
れ
ら
の
古
文
書
に
書
か
れ
た
理

論
は
、
実
際
の
演
奏
と
は
無
縁
の
机
上

の
空
論
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
師
匠
か
ら
教
わ
っ
た
伝
統
的

奏
法
で
楽
器
を
鳴
ら
し
て
い
る
と
、
古

文
書
に
書
か
れ
た
音
と
今
自
分
が
奏
で

て
い
る
音
と
が
同
じ
も
の
だ
と
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
究
者
と
し
て
古
文
書
を
読
む
こ
と

と
、
演
奏
者
と
し
て
実
際
に
伝
統
的
ア

ラ
ブ
音
楽
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
こ
と

は
、
決
し
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
研
究

者
の
あ
り
か
た
と
し
て
は
い
さ
さ
か
風

変
わ
り
で
す
が
、
大
学
で
の
研
究
と
同

時
に
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
等
で
の
演
奏
活

動
も
平
行
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
ブ
の
音
楽
は
、
私
た
ち
が
普
段

接
し
て
い
る
音
楽
と
は
全
く
違
う
音
楽

で
す
が
、
で
も
ど
こ
か
で
日
本
の
文
化
と

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ロ
ッ
ク
が
日
本
の
音
楽

シ
ー
ン
を
席
巻
す
る
以
前
の
、
私
た
ち
の

古
い
音
楽
的
記
憶
は
、
普
段
は
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
で
も
心

の
ど
こ
か
に
眠
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
久
し
ぶ
り
に
日
本
に
帰
っ
て
く
る
と
、

日
本
人
の
そ
う
い
っ
た
ア
ジ
ア
人
と
し
て

の
感
覚
、
ア
ラ
ブ
人
と
と
て
も
似
た
感

性
を
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
と

気
づ
か
さ
れ
て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
日
本
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
や
イ

ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
報
道
を
見
て
い
る

と
、
ま
る
で
理
解
し
あ
え
な
い
人
々
の

よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ア
ラ
ブ
音
楽
の
美
し
さ
の
秘
密

と
、
そ
れ
が
背
負
っ
て
い
る
歴
史
の
奥

深
さ
、
日
本
人
の
感
性
と
の
つ
な
が
り

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム

に
対
す
る
新
し
い
理
解
の
視
点
を
提
示

で
き
た
ら
よ
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

（萩高平成10年卒、東京都在住、33歳）
木村 伸子
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ま
つ
ば
や
し

け
い
げ
つ

　

萩
市
に
生
ま
れ
た
松
林
桂
月
（
１
８

７
６
〜
１
９
６
３
）
は
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
三
代
を
生
き
、
数
々
の
名

作
を
残
し
た
近
代
日
本
画
を
代
表
す
る

巨
匠
で
す
。
桂
月
の
高
度
な
水
墨
技
術

は
他
の
画
家
の
追
随
を
許
さ
ず
、
そ
の

独
特
の
抒
情
的
な
作
風
は
高
く
評
価
さ

れ
、
83
歳
の
年
に
文
化
勲
章
を
受
賞
し

ま
し
た
。

◯
山
口
県
立
美
術
館

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
） 

「
没
後
50
年 

松
林
桂
月
展
〜
水
墨
を
極

め
、
画
中
に
詠
う
〜
」

９
月
16
日
（
月
・
祝
）
ま
で

■
観
覧
料　

一
般
９
０
０
円
、
学
生
・

70
歳
以
上
７
０
０
円

■
休
館
日  

月
曜
日（
９
月
16
日
は
開
館
）

※
巡
回
展　

愛
知
県
の
田
原
市
博
物
館

（
11
月
30
日
〜
14
年
1
月
13
日
）、
東
京

都
の
練
馬
区
美
術
館
（
４
月
13
日
〜
６

月
８
日
）
に
巡
回
。

○
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

「
没
後
50
年
記
念 

日
本
南
画
界
の
重

鎮
・
松
林
桂
月
」

９
月
21
日（
土
）〜
12
月
８
日（
日
）

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０

０
円

■
年
中
無
休
（
10
月
30
日
は
展
示
替
え

の
た
め
休
館
）

　

松
林
桂
月
は
、
明
治
９
年
（
１
８
７

６
）
阿
武
郡
山
田
村
中
渡
（
萩
市
山
田
）

で
生
ま
れ
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
に

わ
た
っ
て
日
本
画
、
特
に
南
画
の
分
野

で
活
躍
し
、
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
の
審
査

委
員
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
帝
国

美
術
院
会
員
、
さ
ら
に
昭
和
19
年
に
は

帝
室
技
芸
員
と
な
り
、
日
本
画
壇
に
お

け
る
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

　

戦
後
も
日
本
画
界
の
代
表
的
画
家

と
し
て
活
躍
し
、
新
し
く
発
足
し
た

日
展
の
審
査
員
を
つ
と
め
、
昭
和
33

年
（
１
９
５
８
）
文
化
勲
章
を
受
章
し

た
。
萩
市
の
諸
事
業
に
多
額
の
私
財
を

投
じ
、
母
校
の
白
水
小
学
校
に
も
講
堂

建
設
費
や
作
品
な
ど
を
寄
付
し
、
昭
和

36
年
、
萩
市
の
名
誉
市
民
に
推
挙
さ
れ

た
。
昭
和
38
年
、
88
歳
で
逝
去
し
た
。

　

桂
月
は
日
本
画
家
と
し
て
大
成
し
た

大
恩
人
と
し
て
、
３
人
の
人
物
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
１
人
は
、
19
歳

で
上
京
し
入
門
し
た
絵
画
の
師
匠
、
野

口
幽ゆ

う
こ
く
谷
で
あ
る
。
幽
谷
死
後
、
桂
月
は

誰
に
も
師
事
し
な
い
で
、
独
学
で
日
本

画
を
修
得
し
た
。
あ
と
の
２
人
は
、
瀧

口
吉よ

し
な
が
良
と
井
上
馨
で
あ
る
。

　

吉
良
は
明
木
村
（
萩
市
明
木
）
の
大

庄
屋
格
を
つ
と
め
た
瀧
口
家
の
当
主
で
、

山
口
県
会
議
長
や
貴
族
院
議
員
、
衆
議

員
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
家
で
あ

る
。
桂
月
は
小
学
校
卒
業
後
、
明
木
村

役
場
に
勤
め
、
吉
良
が
主
宰
し
た
「
竹

水
会
」
に
参
加
、
吉
良
に
見
込
ま
れ
、

毎
月
５
円
（
小
学
校
教
員
の
初
任
給
が

８
円
）
の
学
資
援
助
を
受
け
て
絵
画
修

業
の
た
め
上
京
し
た
。
桂
月
に
と
っ
て

昭和 36 年に白水小学校で（角川政治撮影）

　

萩
市
瓦
町
の
写
真
家
、
下
瀬
信
雄

さ
ん
の
作
品
「
菊
ヶ
浜
の
双
子
」
が

写
真
誌
「
日
本
カ
メ
ラ
」
７
月
号
の

表
紙
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
作
品
は
、
下
瀬

さ
ん
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
つ
き
を
ゆ
び

さ
す
」
の
一
つ
で
、
同
雑
誌
の
表
紙

を
飾
っ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

老松図（萩博物館前期展示）

「春
しゅんしょう

宵花
か え い

影」（県立美術館展示）東京国立近代美術館蔵

下
瀬
さ
ん
の
作
品「
菊
ヶ
浜
の
双
子
」 　

「
写
真
は
そ
の
場
の
現
実
し
か
写

せ
な
い
。
そ
れ
で
も
写
真
を
撮
る
こ

と
で
何
か
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
た
」（
下
瀬
）

吉
良
は
、
画
家
を
志
す
道
を
開
い
た
恩

人
で
あ
っ
た
。
吉
良
死
後
、
桂
月
は
吉

良
顕
彰
碑
の
碑
文
を
つ
く
り
、
萩
へ
帰

郷
し
た
際
に
は
必
ず
瀧
口
家
に
立
ち
寄

り
、
真
っ
先
に
吉
良
の
墓
に
詣
で
た
と

い
う
。

　

馨
は
、
旧
萩
藩
士
で
初
代
外
務
大
臣

と
な
っ
た
明
治
の
元
勲
で
あ
る
と
と
も

に
、
古
美
術
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

馨
は
桂
月
に
古
絵
画
を
研
究
す
る
よ
う

に
勧
め
、
桂
月
は
10
余
年
間
に
わ
た
り

馨
所
蔵
の
古
絵
画
を
研
究
す
る
た
め
馨

の
邸
宅
に
通
っ
た
。
さ
ら
に
馨
の
勧
め

に
よ
っ
て
、
馨
の
邸
宅
の
近
所
に
転
居

し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
桂
月
が
独
学
で

日
本
画
を
修
得
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
馨
の
恩
恵
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
っ

て
も
よ
い
。

　

こ
れ
ら
３
人
と
は
別
に
、
桂
月
に
は

忘
れ
ら
れ
な
い
恩
人
が
い
た
。
旧
萩
藩

医
の
出
身
で
、
警
察
医
長
な
ど
を
歴

任
し
衆
議
員
議
員
を
つ
と
め
た
山
根

正ま
さ
つ
ぐ次

で
あ
る
。
画
業
を
志
し
上
京
し
た

桂
月
は
、
肺
を
患
い
萩
へ
帰
省
し
、
３

年
後
再
び
上
京
し
、
警
視
庁
医
務
局
の

正
次
の
も
と
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

後
に
桂
月
は
、「
山
根
先
生
は
画
業
再

出
発
の
恩
人
で
あ
り
、
難
病
の
治
療
者

で
も
あ
っ
た
」
と
、
述

じ
ゅ
っ
か
い

懐
し
て
い
る
。

（
樋
口
尚
樹 

萩
博
物
館
副
館
長
）

中国ブロック写真家連合会「金賞」
日本写真館協会「家族の絆賞」 受賞
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日
本
酒
「
宝
船
」
の
中
村
酒
造
（
萩

市
新
川
、
中
村
正
彦
社
長
）
が
、
宮
城

県
石
巻
の
礎
を
築
い
た
萩
出
身
の
「
川

村
孫
兵
衛
」
に
ち
な
ん
で
、
純
米
吟
醸

酒
「
川
村
孫
兵
衛
」
を
作
り
、
石
巻
市

で
販
売
し
ま
し
た
。

　

川
村
孫
兵
衛
（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第

１
０
０
号
で
紹
介
）
は
仙
台
へ
移
住
し
、

伊
達
政
宗
の
命
で
北
上
川
改
修
工
事
の

責
任
者
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
新
田
開
発
、

石
巻
の
築
港
工
事
等
に
尽
力
し
、
石
巻

の
基
礎
を
築
い
た
恩
人
と
し
て
称
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
石
巻
市
に
は
銅
像
が
建

立
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
夏
の
「
川
開
き

祭
り
」
で
は
、「
孫
兵
衛
船
」
の
競
漕

大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
商
品
の

き
っ
か
け
は
、

３
年
前
の
東
日

本
大
震
災
。
川

開
き
祭
り
で
使

用
す
る
孫
兵
衛

船
も
津
波
の
被

害
に
あ
い
、
復

興
の
シ
ン
ボ
ル

に
と
石
巻
市
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
復
活
の

た
め
全
国
の

純米吟醸酒「川村孫兵衛」
を手にする中村正彦社長

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
石
巻
の
人
に
川

村
孫
兵
衛
の
故
郷
・
萩
を
知
っ
て
も
ら

い
、
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
石
巻
訪
問
の
際
に
、

石
巻
市
の
４
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、

７
月
28
日
に
萩
市
で
発
生
し
た
豪
雨
災

害
へ
の
義
援
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
に
あ
っ

た
石
巻
で
は
、「
豪
雨
災
害
の
映
像
が

テ
レ
ビ
で
流
れ
、
津
波
の
被
害
と
似
て

い
る
の
で
、
被
災
地
の
気
持
ち
が
よ
く

わ
か
る
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
、
遠
く
離

れ
た
石
巻
と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
と
純
米
吟
醸

酒
な
ら
で
は
の
米
本
来
の
ふ
く
ら
み
の

あ
る
味
わ
い
が
特
徴
。

▽
７
２
０
ml
＝
１
８
０
０
円
、
1.8
ℓ
＝

３
６
０
０
円

▽
萩
市
内
酒
販
店
か
中
村
酒
造
へ
注
文

■
問
い
合
わ
せ

中
村
酒
造（０

８
３
８
・
２
２
・
０
１
３
７
）

　

香
り
は
「
磯
部
」、「
柚
子
」「
夏
み

か
ん
」
の
３
種
類
で
、
今
後
、
旬
や
料

理
に
合
わ
せ
て
風
味
を
増
や
し
て
い
く

予
定
。
ホ
テ
ル
の
利
用
者
か
ら
も
「
香

り
が
高
く
、
食
欲
を
そ
そ
る
」、「
酸
味

が
甘
み
を
マ
イ
ル
ド
に
し
て
く
れ
る
」

な
ど
ど
好
評
で
す
。

　

１
瓶
１
２
０
ml
入
り
で
、
香
り
醤

油
２
本
（
磯
部
、
夏
み
か
ん
）
と
萩

焼
の
小
皿
２
枚
の
贈
答
用
セ
ッ
ト
が

２
８
０
０
円
。
単
品
の
場
合
は
１
瓶

７
０
０
円
で
す
（
い
ず
れ
も
税
込
）。

ハ
イ
ア
ッ
ト
・
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

の
佳
香
の
ほ
か
、
井
上
商
店
（
一
部
直

売
店
）、
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
店
頭
で
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。

　

井
上
商
店
担
当
者
は
「
今
回
の
商
品

開
発
は
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
・
リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
東
京
の
日
本
料
理
店
で
使
用
す
る

醤
油
を
作
り
た
い
と
い
う
依
頼
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
同
ホ
テ
ル
の
み

で
使
用
・
販
売
す
る
予
定
で
し
た
が
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
商
品
が
完
成
し
た

た
め
、
井
上
商
店
で
も
販
売
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

井
上
商
店（０

８
３
８
・
２
２
・
０
８
１
２
）

ハ
イ
ア
ッ
ト
・
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
︲
７
︲
２

（
０
３
・
３
３
４
８
・
１
２
３
４
）

石巻市の川村孫兵衛を祭った重吉神社。前列左端
はし

が
子孫の川村潤一さん、三人目が亀山紘

ひろし

・石巻市長

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
、「
萩

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
「
萩
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
は
約
４
０
０
万
円

を
集
め
ま
し
た
。
全
国
で
１
５
０
０
万

円
が
集
ま
り
、
10
艇
の
建
造
に
着
手
し

今
年
は
２
艇
が
完
成
。
来
年
に
は
す
べ

て
の
孫
兵
衛
船
が
完
成
し
、
競
漕
大
会

が
復
活
し
ま
す
。

　

萩
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
の
中
村
社
長
は
今
年
の
川
開
き
祭

り
に
参
加
。「
川
村
孫
兵
衛
」
は
、
石

巻
市
の
観
光
協
会
直
営
店
で
限
定
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
社
長
は
「
こ
の
お
酒
に
よ
っ
て
、

萩
と
石
巻
の
交
流
が
広
が
っ
て
い
け
ば 完成した孫兵衛船

　

東
京
の
有
名
ホ
テ
ル「
ハ
イ
ア
ッ
ト
・

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
」
和
食
料
理
長

の
藤
井
正
氏
が
監
修
し
、
萩
の
井
上
商

店
と
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
「
か
お
り
醤
油
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
同
ホ
テ
ル
の
日
本
料
理
店

「
佳か

こ
う香

」
で
の
使
用
の
ほ
か
、
贈
答
用

セ
ッ
ト
や
単
品
で
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

　
「
か
お
り
醤
油
」
は
、
ミ
ヨ
シ
ノ
醤

油
の
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
鹿
児
島
県
枕
崎

産
の
鰹
節
、
北
海
道
日
高
産
の
昆
布
、

国
産
椎
茸
を
加
え
丁
寧
に
と
っ
た
だ
し

に
季
節
の
素
材
を
ブ
レ
ン
ド
し
香
り
づ

け
し
た
の
が
特
徴
で
、
つ
け
醤
油
だ
け

で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。

☆２名様にプレゼント！（単品）
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会員投稿 萩高校体育館（萩市）８月８日

7月13日 萩商工高校体育館（萩市）

　統合して第５回目となる総会で、約 400 人が参加。今年
の引受代表は昭和 58 年工業卒の松田和洋さん。
　池田誠次会長は「毎年450人近く卒業し、１割が地元に残っ
ている状況。皆さんも卒業生が元気に巣立てるように応援を」
とあいさつ。品川豊勝校長は「地域に貢献できるよう人材育
成を行っている。商工になって８年、卒業生も 924 人となり、
新しい歴史と伝統も刻まれてきた」と近況を報告しました。
　総会開催時期について、女性から暑い夏をさけて欲しいと
いう要望があり、来年から 10 月第２土曜の開催が決定しま
した。また、商工高校舎に校訓碑「質実剛健、至誠一貫、知
行合一」の設置も決まりました。

雨災害に対して義援金を送ること、その後の懇親会で募金箱
を設置することも承認されました。
　今年は、豪雨災害のため須佐・田万川・むつみ地域を中心
に甚大な被害が発生し、同窓会に参加を予定されていた方々
の多くが急きょ欠席となりました。しかし、最近は若い卒業
生や男子の卒業生の参加が増え、同窓会に新たな風を吹き込
んでくれています。
　来年度は、平成 26 年８月 10 日開催予定です。被害に遭
われた方々がはやく復興されることを願いながら、さらに盛
大な同窓会が開催できるよう期待しています。

　
大谷山荘（長門市）8月10日

　萩高同窓会は、昭和 25 年発足しました。毎年、８月８日に行われることから「八八会」と呼ばれています。
引受期は、卒業してから 16 年目の 34 歳になる年代です。

　萩高校を卒業し、16 年が経った今年、いよいよ50 期卒業
生（平成10 年卒）である私達の、「八八会」引受期がやって
参りました。50 期という事で、皆で考えた今年のコンセプト
は「ご縁」で、「私達の周りには多くのご縁があり、それに感
謝しよう」というものでした。
　今年は、例年以上の酷暑の中に関わらず、私達の学生時代
のカラーである「えんじ色」のうちわを手にされた方々で埋め
尽くされた体育館を見て、改めて萩高の「ご縁」を実感する

事ができました。
　同期でアラブ音楽研究者の木村伸子さんが、アラブヴァイ
オリンを披露しました（９ページ）。
　片付け終了後に同級生で集合写真を撮影した際、何とも言
えない達成感と、こみ上げる想いがありました。「八八会」の
おかげで、各方面にて成長した同級生の姿は非常に良い刺激
になりました。

藤田佳紀（萩高 50 期 しおり・広告委員長）

　近年の同窓会は、長門
方面の卒業生にも配慮し
て、隔年で萩市と長門市
で開催しています。
　廣澤洋子会長のあいさ
つの後、総会では７月
28 日に発生した集中豪

引受期の50期（平成10年卒）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　東京地区では各々同期会を開催していますが、今年は先輩
と後輩に呼びかけ、31 期７人、32 期 12 人、33 期 11 人の
30 人が集まりました。
　昭和 54 年に同じ学び舎で過ごしたことで、秋の東京指月
会とは一味違った部活や恩師の思い出話に花を咲かせました。
また、お店のオーナーが長門市出身で、萩や長門の食材を
使った料理、長門峡や東洋美人など萩の地酒も用意してもら
い、故郷の味に舌鼓を打ちながら楽しい時間を過ごすことが
できました。（31 期の幹事 藤井一民さん、33 期幹事 沖田宗
久さん）　　　　　　

山根修二（32 期幹事、神奈川県厚木市）

会員投稿 自然郷 海山（東京都新宿区）７月14日

　今年で３回目、来賓を含め 30 人の会になりました。
　昭和 18 年卒、古屋正行さんの音頭で乾杯の後、懇親会で
は長州よさこい連の演舞、カラオケ等有りで、先輩・後輩の
話もはずみ楽しいひとときを過ごしました。山口市周辺の約
600 人の会員に案内をしていますが、参加者が増えない事が
悩みになっています。
　今後、多数の方の出席を願っています。　中嶋誠（山口市）

会員投稿 かめ福（山口市湯田温泉）６月29日

　私たち 34 年卒のクラス会は、２年ごとに地元萩、関西、
関東と地区の引き受けにより開催しており、今回は関東地区
が引き受けました。107 人卒業のうち 32 人が出席、夫人同
伴が３組、計 35 人が集いました。東京スカイツリーは強風
のため昇ることができず、スカイビルから眺め、首の痛いこ
と。その後、横浜桜木町ワシントンホテルにて親睦会、宴会
後日本丸メモリアールパークから汽車道を散策、横浜赤レン
ガ倉庫をみて夜景の美しかったこと。
　20 日は鎌倉の鶴岡八幡宮を参拝、鎌倉大仏、アジサイ満
開の鎌倉長谷寺と心を洗われた有意義な楽しい２日間でした。

藏貫忠孝（萩市川上）

会員投稿

横浜桜木町ワシントンホテル（横浜市）

６月19、20日

　80 人が出席。25 年度新役員は支部長・中原洋（35 年商業
卒）、副支部長・窪田末男（41 年工業卒）が交替、事務局長・
烏田敏行（50 年工業卒）は再任。品川豊勝校長からは、現在
の生徒数は466 人、毎年 20 人ずつ減って萩高と同じ規模。学
校が元気であるためには部活が元気でないと、とあいさつ。相
談役の梶山高志さん（29 年商業卒）は、「萩を出てから60 年。
今年は会社（ビケンテクノ）を創業して50 周年。商工卒業生
が30人いる。商工からの新卒採用など地域に貢献していきたい」
とあいさつがありました。

大阪弥生会館（大阪府大阪市北区）６月29日

萩商業 55 年卒業生は副支部長・長光肇さんと女性６人が参加
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■
韓
国
清
州
国
際
工
芸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

〜
用
か
ら
表
現
へ
〜

　

茶
碗
か
ら
立
体
造
形
へ
コ
ー
ナ
ー
で

萩
焼
の
紹
介
。
三
輪
休
雪
、
岡
田
裕
、

三
輪
和
彦
、
兼
田
昌
尚
、
金
子
司
、
三

輪
華
子
、
濱
中
史
朗
の
作
品
を
展
示
。

９
月
11
日
（
水
）
〜
10
月
20
日
（
日
）

大
韓
民
国　

清
州
市　

旧
清
州
タ
バ
コ

製
造
工
場

■
内
村
幹
雄 

作
陶
展

10
月
２
日
（
水
）
〜
７
日
（
月
）

福
島
県
郡
山
市
中
町
13
︲
１

う
す
い
百
貨
店

　
　
　
（
０
２
４
・
９
３
２
・
０
０
０
１
）

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）

日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
９
０
・
７
２
６
４
・
６
９
５
４
）
三
浦

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

11
月
９
日（
土
）
午
後
２
時
〜

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２
０
）
野
村

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
16
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
８
７
３
）
勝
山

■
納
富
晋
「
〜
青
葉
の
世
界
〜
納
富
晋

青
萩
作
陶
展
」

９
月
12
日
（
木
）
〜
18
日
（
水
）

茨
城
県
水
戸
市
泉
町
１
︲
６
︲
１

水
戸
京
成
百
貨
店 

６
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
２

　
　
　
（
０
２
９
・
２
３
１
・
１
１
１
１
）

■
行
動
展

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
を
展
示
。

９
月
18
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
）

東
京
都
港
区
六
本
木
７
︲
22
︲
２

国
立
新
美
術
館

　
　
　
（
０
３
・
５
７
７
７
・
８
６
０
０
）

■
京
北
ス
ー
パ
ー
「
山
口
フ
ェ
ア
」

　

萩
市
か
ら
、
忠
小
兵
衛
の
ご
ぼ
う
巻
、

ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
の
オ
イ
ル

ル
ー
ジ
ュ
、
井
上
商
店
の
し
そ
わ
か
め
、

た
け
な
か
の
夏
み
か
ん
サ
イ
ダ
ー
、
柚

子
屋
本
店
の
萩
の
塩
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

９
月
27
日
（
金
）
〜
10
月
３
日
（
木
）

京
北
ス
ー
パ
ー
（
千
葉
県
内
８
店
舗
）

柏
店
、
布
施
店
、　　
　

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
（
柏
市
）、
鰭
ヶ
崎
店
、
江
戸
川

台
店
、
寿
店
、
新
柏
店
、
天
王
台
店

■
や
ま
ぐ
ち
地
酒
維
新

　
「
や
ま
ぐ
ち
」
の
地
酒
と
料
理
を
堪

能
で
き
ま
す
。
萩
市
か
ら
、
中
村
酒

造
、
岩
崎
酒
造
、
岡
崎
酒
造
、
八
千
代

酒
造
、
澄
川
酒
造
場
が
参
加
（
参
加
費

８
０
０
０
円
、先
着
５
０
０
人
、要
予
約
）。

10
月
11
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

東
京
都
文
京
区
関
口
（
目
白
駅
東
口
）

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京 

５
階
オ
リ
オ
ン

（
問
）
山
口
県
酒
造
組
合

　
　
　
（
０
８
３
・
９
７
３
・
１
７
１
０
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
11
日（
金
）、
12
日（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
12
日
は
３

時
30
分
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
ブ
ラ
ン
ド
流
通
開
発
室

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
１
）

■
紀
ノ
国
屋
「
山
口
フ
ェ
ア
」

　

萩
市
か
ら
、
た
け
な
か
、
ふ
る
さ
と

萩
食
品
協
同
組
合
、
井
上
商
店
、
柚
子

屋
本
店
、
八
千
代
酒
造
、
ミ
ド
リ
ヤ
の

商
品
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
18
日
（
金
）
〜
24
日
（
木
）

紀
ノ
国
屋（
首
都
圏
８
店
舗
）イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
店（
青
山
）、渋
谷
店
、等
々

力
店
、
国
立
店
、
吉
祥
寺
店
、
鎌
倉
店
、

平
塚
ラ
ス
カ
店
、
ル
ミ
ネ 

ザ
・
キ
ッ

チ
ン
品
川
店

■
萩
陶
芸
家
協
会
設
立
20
周
年
記
念

「
萩
陶
芸
家
協
会 

選
抜
展
」

　

船
崎
透
（
大
賞
）、
岡
田
泰
（
準
大

賞
）、
渋
谷
英
一
、
玉
村
登
陽
、
中
島

大
輔
、
納
冨
晋
、
大
和
祐
二
、
金
子
司
、

坂
倉
善
右
衛
門
、
止
原
理
美
、
松
浦
無

元
、
松
尾
優
子
の
作
品
を
展
示
。

10
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店 

６
階
ア
ー
ト
ス
ク

エ
ア
工
芸
サ
ロ
ン

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩
観

光
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
焼
、

地
酒
、
海
産
物
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
27
日
は
５
時
30
分

ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区　

松
陰
神
社
入
口
若

林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

９
月
25
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
）

鳥
取
県
米
子
市
角
盤
町
１
︲
30

高
島
屋
米
子
店　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
０
８
５
９
・
２
２
・
１
１
１
１
）

10
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

広
島
県
福
山
市
元
町
１
︲
１

天
満
屋
福
山
店

　
　
　
（
０
８
４
・
９
２
７
・
２
１
１
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

関
東
地
区

10
月
18
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
５
６
０
）
中
原

■
金
子
信
彦 

作
陶
展

10
月
９
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

下
関
大
丸 

５
階
美
術
画
廊

　
　
　
（
０
８
３
・
２
３
２
・
１
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部
総
会

　

九
州
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

10
月
19
日
（
土
）
午
前
11
時
30
分
〜

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉 

７
階
レ

ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス　

（
０
９
０
・
５
７
４
４
・
０
３
１
６
）
上
村

■
岡
田
泰 

作
陶
展

９
月
３
日
（
火
）
〜
９
日
（
月
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

山
口
県
関
係

中
国
地
区

九
州
地
区

韓
国

東
北
地
区

apris

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
渋

谷
英
一
、
玉
村
登
陽
、
野
坂
和
左
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
東
京
展　

９
月
18
日（
水
）〜
30
日

（
月
）
日
本
橋
三
越
本
店

◆
名
古
屋
展　

10
月
２
日（
水
）〜
７

日（
月
）
名
古
屋
栄
三
越

◆
京
都
展　

10
月
９
日（
水
）〜
14
日

（
月
・
祝
）
京
都
高
島
屋

◆
大
阪
展　

10
月
16
日（
水
）〜
21
日

（
月
）
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊
勢
丹

◆
金
沢
展　

10
月
25
日（
金
）〜
11
月

３
日（
日
・
祝
）
石
川
県
立
美
術
館

日
本
伝
統
工
芸
展

第
60
回
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９
月
３
日（
火
）〜
29
日（
日
）

　

山
口
市
で
の
萩
焼
を
起
こ
し
た
萩
出

身
の
名
匠
・
大
和
作
太
郎
の
孫
に
あ
た

る
大
和
保
男
（
山
口
市
・
80
歳
）。
70

年
余
に
わ
た
る
作
陶
生
活
の
集
大
成
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

（
19
歳
以
上
）・
70
歳
以
上
８
０
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

　
　
　

10
月
８
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

　

19
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
（
日
本
趣
味
）
か
ら
の

発
想
を
生
か
し
た
革
新
的
な
陶
磁
器
が

作
ら
れ
た
。

◆
陶
芸
館
展
示

「
オ
ブ
ジ
ェ
ー
陶
造
形
の
潜
勢
力
Ⅱ
」　

　
　
　
　
　

〜
平
成
26
年
６
月
22
日

「
追
悼 

三
輪
壽
雪
」　　
　

〜
11
月
10
日

　

昨
年
12
月
に
亡
く
な
っ
た
人
間
国
宝

を
偲
び
特
集
展
示
。

■
休
館
日　

月
曜
日（
９
月
16
、23
日
、10

月
14
日
は
開
館
）、展
示
替
え
の
た
め
10
月

１
日
〜
７
日
は
休
館

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

◯
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
デ
ル
・
ト
リ
オ

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ヴ
ォ
ー
カ

リ
ス
ト
／
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
サ
イ
デ
ル
と
兄
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

（
ベ
ー
ス
）、チ
ャ
ッ
ク
・
モ
ー
ガ
ン
（
ギ

タ
ー
）
の
ト
リ
オ
演
奏
。

10
月
13
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜
、

午
後
８
時
20
分
〜
（
入
れ
替
え
）

料
金　

７
５
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
萩
市
民
大
学
教
養
講
座 

10
月
30
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

◯
「
伊
藤
博
文
ー
井
上
馨
と
の
友
情
を

中
心
に
」
伊
藤
之ゆ

き
お雄
（
京
都
大
学
大
学

院
教
授
）

◯
「
入
魂
の
人
・
高
杉
晋
作
ー
そ
の
軌

跡
と
魅
力
、そ
し
て
な
ぜ
い
ま
、「
晋
作
」

な
の
か
」
関
厚あ

つ
お夫

（
産
経
新
聞
編
集
委

員
）

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
ド
ラ
マ
「
は
じ
ま
り
の

歌
」（
３
ペ
ー
ジ
）

　

萩
市
が
ド
ラ
マ
の
舞
台
で
、
主
演
は

松
本
潤
、
榮
倉
奈
々
。
合
唱
の
楽
し
さ
、

故
郷
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
ド
ラ
マ
。

９
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
後
７
時
30
分

〜
８
時
43
分
、
Ｎ
H
Ｋ
総
合

■
大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｍ

　

萩
を
舞
台
に
し
た
企
業
Ｃ
Ｍ
。「
手

か
ら
手
」
を
テ
ー
マ
に
、
エ
キ
ス
ト
ラ

と
し
て
地
元
小
学
生
や
高
校
生
等
が
出

演
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
大
竹
し
の
ぶ
。

９
月
下
旬
以
降
、
全
国
で
放
送
予
定

■
遥
か
な
り
三
宅
島 

吉
田
松
陰
「
留

魂
録
」
外
伝　
　
　
　
　
　

永
冨
明
郎

　

松
陰
の
門
下
生
へ
の
遺
書「
留
魂
録
」

は
、
２
通
作
成
さ
れ
１
通
は
行
方
不
明
。

獄
中
で
松
陰
か
ら
託
さ
れ
た
沼
崎
吉
五

郎
は
、
流
罪
さ
れ
た
伊
豆
諸
島
の
三
宅

島
で
15
年
間
守
り
通
し
た
。
著
書
は
宇

部
市
出
身
。

■
「
婦
人
画
報
」
９
月
号

　

大
特
集
「
ひ
と
り
旅
の
ス
ス
メ
」
で
、

木
野
花
さ
ん
（
女
優
・
演
出
家
）
が
萩

焼
窯
元
の
元げ

ん

萩
し
ゅ
う

窯
（
川
島
）
で
作
陶

横
山
秀
二
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

柴
田
保
央
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

村
上
み
ゆ
き
さ
ん　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

安
田
龍
馬
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
播
磨
町
）

芦
田
久
美
子
さ
ん　
（
大
阪
府
高
槻
市
）

田
中
政
子
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
彦
根
市
）

小
林
惠
美
子
さ
ん（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

三
宅
真
弓
さ
ん　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

徳
瀬
博
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
貝
塚
市
）

森
園
昭
代
さ
ん　
　
（
大
阪
府
貝
塚
市
）

末
永
利
明
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

篠
崎
信
也
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

平
井
明
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

安
藤
久
枝
さ
ん　
　
（
東
京
都
大
田
区
）

二
宮
正
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
墨
田
区
）

土
井
重
剛
さ
ん　
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

土
田
洋
治
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

吉
村
奈
々
子
さ
ん　
　
　
　
（
下
松
市
）

高
須
邦
彦
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

水
津
清
美
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
田
由
美
さ
ん　
　
（
東
京
都
多
摩
市
）

伊
藤
賢
二
さ
ん　
　
（
奈
良
県
天
理
市
）

大
田
茂
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
板
橋
区
）

（
６
月
25
日
〜
８
月
24
日　

23
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

体
験
。
あ
じ
ろ
、
俥
宿
天
十
平
、
北
門

屋
敷
な
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８
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８
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　幕末・明治維新に関して、萩ゆかりの人物や歴史などを学ぶ
「萩・幕末維新検定」が来年２月に実施されます。
■検定日　平成 26 年２月 23 日（日）
■検定場所　山口福祉文化大学※ともに予定。
■公式テキスト（問題集）　10 月下旬発行予定
■申込受付　11 月１日〜平成 26 年１月 10 日
※具体的な実施要項はテキスト発売にあわせ発表。
萩市まちじゅう博物館・世界遺産推進課（0838・25・3290）

プ
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ト
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係
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０
０
）
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価格：1200円
発行：ハースト婦人画報社

「バルボティーヌ 薔薇図花瓶」
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10月1日（月）〜14日（月・祝）10:00〜17:00
◇着物ウィーク in 萩
10月11日（金）〜13日（日）18:00〜21:00
◇萩・竹灯路物語
10月11日（金）〜14日（月・祝）10:00〜18:00
◇萩・田町萩焼まつり
10月12日（土）、13日（日）15:00〜21:00
◇萩発見伝 ライトアップイベント

10月13日（日）9:30〜
◇萩・魚まつり
11月9日（土）、10日（日）10:00〜16：00
◇萩ふるさとまつり
11月10日（日）8:00〜
◇萩時代まつり

萩地方卸売市場
道の駅・萩しーまーと

萩城下町周辺

萩城下町周辺

田町商店街

中央公園

中央公園
市内各所

萩城下町周辺

平安古草履舞

菊屋横丁

ントカレンダ−べイ

奇兵隊結成150年「奇兵隊パレード」


